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先人の築いた歴史と文化を学び、次代につなぎたい と考えるみなさん 

●CNCPはそんなあなたが参加し楽しく活動する場です● 

 

今月のひとこと 

土木・シビルエンジニアリングは市民工学であり、その歴史はローマ

時代にさかのぼる・・・、一方我が国で土木工学として整理されたの

は、明治に入ってからですから、高々150 年。しかも土木という訳

語にしたので、未だに土木の説明が難しいと先月号で書きました。し

かし明治以降の土木の歴史とその文化は、我が国が列強に伍して今日

の繁栄を築いてきた歴史と重なり、かなり濃密であり、それを学ぶこ

とは大変重要なことと考えています。でも大学教育と研究の場では、

土木史の研究はかなり軽く扱われ、学会で土木史研究委員会が出来た

のもかなり遅れていた、と聞いた覚えがあります。土木に限らす歴史

と文化に興味を持つと様々な発見があります。公にされた土木遺産に限らず、実は自分の身近

にたくさん転がっている、その発掘は新鮮です。CNCP では明治 150 年企画として、そんな

小さな歴史の発掘も目指しています。 

CNCP シンクタンクチームでは、明治 150 年企画ワーキングを募集しています。明治以降の

身の回りの土木・シビルを見つけ出すこと、 

そして NPO のような民間主体で取り組んだ地域のインフラ関連プロジェクトを見つけたら発

掘したいと思います。 

難しい作業をお願いすることはありませんので、声をかけてください。 

（代表理事 山本卓朗） 
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